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索引用語 :早期食道癌,食 道粘表皮癌

はじめに             め たが,充 満像では壁の硬化像はなかった (図 1).

食道に原発する粘表皮癌は本邦では葛西らによりは   内 視鏡所見 :切歯列より33cmの 部位に周囲粘膜 と

じめて報告されたがめ,そ の後の報告例は少なくまれ   の 境界が比較的明瞭な,発 赤した表面類粒状の扁平な

である。最近,わ れわれは切除標本にて粘表皮癌と診   隆 起性病変を認め,ル
ゴール染色によりこの病変は不

断した早期食道癌症例を経験したので報告する。     染 域となった (図 2).生 検では CrOup Vで 中分化型

症  例             扁 平上皮癌と診断した。

息者 :44歳,男 性.

主訴 :食事中のしみる感じ.

家族歴 :特記すべきことなし,

既往歴 :41歳,42歳 に肺炎で入院.

飲酒歴 :酒1.5合/日23年間.

喫煙歴 i30本/日25年間.

現病歴 :昭和63年夏頃より食事中に背中にしみる感

じがあったが放置,同 年11月より心寓部痛あり,某 院

を受診し食道に異常を指摘され当院を受診した。

入院時現症 :体格,栄 養中等度,貧 血,黄 痘なく,

胸部,腹 部に理学的に異常所見はなく,体 表 リンパ節

は触知しなかった。

食道造影 X線 検査所見 t第 2斜 位では胸部中部食

道に正面視される長径2cmの 辺縁の比較的明瞭な隆

起性病変を認めた。第 1斜位では壁の不整像として認
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胸部 computed tomography所 見 :全食道を通じて

明らかな壁の肥厚や腫瘤影はなく, リンパ節の腫大も

認めなかった。

腹部超音波所見 1異常所見なし.

血 液 生 化 学 校 査 所 見 : 血清 c a r c i n o e m b r y o n i c

antigen(以下 CEA)値 が7.8ng/mlと軽度高値を示し

た以外には異常は認めなかった。

手術術式および所見 !右第 5肋 間にて後側方開胸し

た。衆液性の胸水を少量認めるも胸膜播種はなかった。

食道には腫瘤を触知せず,外 膜への浸潤も認めなかっ

た。胸部食道全摘,R3の リンパ節郭清を行った。再建

には胃管を用い,後 縦隔経路に頭部食道
・胃管吻合を

行った。食道癌取扱い規約
分上,肉 眼的には Pl。,M。 ,

AO,N。 ,進 行度 Iと診断された。

切除標本 :食道胃接合部より7cm口 側に2.6×0.9

cmの 境界明瞭で周辺は正常上皮で覆われ,中 心は凹

凸不整なびらん性変化を伴 う軽度の隆起性病変を認

め,肉限的には表在隆起型食道癌と診断された(図3).
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図3 切 除標本写真.食道胃接合部より7cm口側に病

変を認める (矢印).

図4 切 除標本写真.ル ゴール染色病変では中心部が

不染域となる.

体法によるCEA染 色では扁平上皮様の部分と腺様構

造のいずれの部分も陽性であった(図6)。以上の組織

所見より粘表皮癌と診断した。深達度は帥 で,リンパ

節転移はなく進行度 0,早 期癌であった.術 後は合併

症もなく順調に経過した。

図 1 食 道造影 X線 検査.胸 部中部食道に長径2cmの 隆起性病変を認める (矢印).

図 2 内 視鏡所見.切 歯列より33cmの 部位に病変を

認める。ルゴール染色では病変は不染域となる(下).

ルゴール染色では病変の中″Ь部が不染で,周 囲は淡く

染まり粘膜下への浸潤が示唆された (図4).

組織学的所見 :粘膜固有層から粘膜下層を中心に比

較的小型の腫瘍細胞が大小の胞巣を形成して増殖する

が,固 有筋層には浸潤していなかった。病巣の日側お

よび肛門側はいずれも正常な食道扁平上皮に覆われて

いた。充実性配列をする扁平上皮癌様の細胞の間に腺

様構造を多数認め,腺 腔内には粘液様分泌物を認めた

(図5, 6),PASお よび alcian blueによる二重染色

で粘液様分泌物は陽性であった(図7)。 また,酵 素抗
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図 5 病 理組織像.腫 場には扁平上皮構造と腺様構造

を認める。H‐E染 色,×100

131(2679)

生することはまれで,本 邦におけるその発生頻度は

Suzukiらの食道悪性腫瘍切除4/111,783例の集計では

10/71(01°/。),同 じく割検例4,995例の集計では41all

(0.8%)であり
4),欧米では PoStlethwaitら

5jlま03%,

Turnbullらいは005%と 報告している。

粘表皮癌の食道における発生母地は口腔後壁大唾液

腺とともに pharyngeal entodermal originである粘

膜下の食道粘液腺およびその導管 と考えられている

カロ,Barrett食 道より発生したとの報告もある
。.ま

た,葛 西らは類表皮癌における 1つ の特異的な化生で

あると述べている
1).

食道癌の中で扁平上皮成分と腺成分の混在したもの

は,食 道癌取扱い規約では腺表皮癌と粘表皮癌に分類

されているが,粘 表皮癌は腺表皮癌の中に含めて分類

しているものとり,区 別して分類 しているものがあ

り10),用語的または病理組織学的に多少の混乱がみら

れている。

本邦での食道原発の粘表皮癌症4711は本症例を含めて

10例が報告されている(表 1)。 これらの症例について

検討してみると,年齢は44歳から73歳で平均年齢61歳,

性別では男性 6例 (60%),女 性 4471(40%)であった。

発生部位は胸部中部食道 9例 (90%)で ,胸 部下部食

道 1例であった。肉眼的所見では潰瘍型が 7例 (70%)

と多く,他 は隆起型であった.ま た, 8 frlが単発性で

あったが,多 発例は 2例 で, うち 1例 は多発癌の 1つ

が粘表皮癌であった。これら症例のうち4例 が非腫瘍

性扁平上皮に覆われた部分をもつ粘膜下腫場の形態を

とり,そ の発生母地が粘膜下層にあることが示唆され

た.早 期癌は本症471のみで他はいずれも進行癌であっ

た。8例 に対し手術が行われており,放射線治療 l all,

無治療 1例であった。本邦では長期生存例の報告はな

病理組織像.腫場の線様構造部分.H‐E染 色,×

図 7 病 理組織像.腺 隆内にはPASお よびAlcian

blue陽性の粘液様分泌物を認める.×200

考  察

粘表皮癌は扁平上皮成分,粘 液産生成分, さらにこ

れらの中間型の細胞成分が種々の比率でみられるもの

と定義され。,主 に唾液腺より発生するが,気 管支,勝

眺,肛 門,肝 ,子 宮頭部などの報告がある。食道に発
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esophagus.Report of a case.Arch Patho1 90:

271--273, 1970

11)酉家 進 ,竹田 一 ,郡 大 裕ほか i稀有なる食道
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22 i606--610, 1976

12)Osamura Y,Sato S,Miwa M et al: Mucoe‐

pidemOid carcinoma of the esophagus Am J
GastrOentero1 69 i 467--470, 1987
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six cases Jpn J Clin Onc。110:301-310, 1980
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carcinoma―.癌 の臨 2811754-1757,1982
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林医会誌 16:407-414,1985
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report.Jpn J Surg 15:55-59, 1985
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gus Acta Path01 Jpn 37:989--995, 1987
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20: 2201--2204, 1987

1 9 ) 黒木 政 秀, 松 岡雄 治 i  C a r c i n c e m b r y o n i c
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粘表皮癌と

本邦における食道粘表皮癌報告例

報告者

葛西ほか■)

酉室ほか・・)

Osaコuraほか■2)

陥 teほ か■。)

江本ほか1 4 )

本島ほか・°〉

中部  演 癌型   手 続

中部  演 E型    手 術

中部  渡 病型  放 射魯治療

中部  潰 癌聖   無 治療

中部  臣 起型   手 街

中部  潰 病理   手 荷

～&起 聖

中部  潰 ,国    手 術

中部  隆 起型   手 術

下部  潰 "聖    手 術

中部  機 起型   手 椅

67

53

73

男

女

女

男

男

男

生字  9か 月

不昭

死亡  3か 月

死亡  1か 月

生存  9か 月

死亡  9か 月

生存 1年5か 月

死亡  6か 月

生 存  9か 月

生存  9か 月

htsurujiほ か■・) 66

T a t u b oほかW)  5 5

標技ほか・・〉  7 2

自欧例     4 4

女

男

女

男

く,非切除 2例 を含む 4例 が 1年以内に癌死しており,

扁平上皮癌同様その予後は不良であると考えられた。

診断方法は,通 常の食道癌と同様であるが,術 前の

生検では本症例を含め″まとんどの症4/11が扁平上皮癌と

診断されていた.確 定診断は切除標本,あ るいは剖検

によってなされており,術 前に正確な組織学的診断を

行うことはかなり困難なようである。

食道癌における血清 CEAの 陽性率は23～46%で あ

り1的,診断的意義は少ない。しかし,食道原発の粘表皮

癌では Takub01の,Pascal"らの症例でもCEAが 証明

されており,気 管支原発の粘表皮癌では CEA陽 性で

血清 CEA値 が臨床経過に相関することが報告されて

いる20ン11本症例でも術前 CEAが 軽度高値を示し,術

後正常化し,切 除標本で CEAが 陽性であったことか

ら,粘 表皮癌とCEAの 関連が示唆された。

結  語

食道の扁平上皮癌と術前診断し手術を施行し,切 除

標本で組織学的に粘表皮癌と診断された44歳男性の早

期食道癌症例を経験したので,若 干の文献的考察を加

え報告した。
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